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■ランニングから考えること
　持続的な社会をつくるためには、持続的
なからだをつくりたいと考え、ランニング
を５年間継続しています。この２年ほどは、
１～２週間に１回のペースで、休日、三鷹
～西国分寺の野川周辺コースを18キロ、１
時間50分ほどかけてランニングしています。
　ランニングは全身を動かすので、今のか
らだの状況に気づかせてくれます。例えば
今日は「おなかが重い（人によっては「い
つもだろ」と突っ込まれそうですが）「首や
肩コリが激しい」「太もも・ふくらはぎが
張っている」「背筋が猫背になっている」「お
しりが下がっている」「股関節が固くなっ
ている」「腕が重い」などです。言い換え
ればランニングは自分のからだの現状を知
るバロメーターだと考えています。走るう
ちに全身に血液が循環し、からだがほぐれ、
緊張が取れ、からだの各部位が連動して１
つに統合する感覚になるときがあります。
それとともに自分と走るコースの自然（川
のせせらぎ、鳥の鳴き声、風による葉っぱ
のゆらぎ等）が一体となるホリスティック

（全体性・統合性）な経験をします。他にも
ランニングは汗で老廃物を多く出し、デ
トックスして体をリセットし、リラックス
して次の仕事に備えられるいい機会になっ
ています。総じて、私にとってランニング
は、からだと心を整え、新たな日常をつく
る意味で欠かせない習慣となっています。
　しかしコロナ禍での初めての夏。感染予
防のためのマスクをつけながらのランニング

は、よりからだが熱くなることもあり、気候
危機の猛暑でこの２か月ランニングができ
ていません。なのでからだと心が解放され
ないストレスが自分のなかで溜まっており、

「早く走りたい」とウズウズする自分がいま
す。その意味で「ワーカーズコープマラソ
ン部」の活動は仲間と想いを共有する意味
で楽しいです。

■協同の發見誌の特集テーマ
　コロナ禍・気候危機が多くの影響を及ぼ
していることを、協同の發見誌４月号「生
存の危機を超える、協同の総合戦略を考え
る」、６月号「ポストコロナ時代を見据えた、
協同のあり方とは」、７月号「生活困窮問
題における協同・共生の力を考える」、８
月号「コロナ禍での協同組合の存在意義と
展望」で掲載しています。これらの号で共
通することは「ソーシャルディスタンス下
においてコミュニティの形成が難しくなっ
ている」現状とともに、「地域社会で協同
を価値とする無数のコミュニティをつくる
こと」を展望として述べてきたと思ってい
ます。コロナ禍で人と人との接触を最低限
にし、関係が分断されやすい現状だからこ
そ、人と人が連帯・協同してコミュニティ
をつくることの価値や意味が今こそ問うべ
きテーマであると考えています。
　毎月、協同の發見誌の特集テーマを決定
する際に、編集長として下記の視点を大切
にしています。
① 社会情勢（大失業時代、コロナ禍、労働
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者協同組合法）を鑑みて、「今だからこそ
問いたいテーマ」を特集とする。

② 「見せる發見誌」「攻める發見誌」として、
対談・座談会等の取材時の双方向性とと
もに、紙面だけではない動画配信の取り
組みや読者が参加する仕組みをつくる。

③ 「協同」「協同組合」「労働」「労働者協
同組合」等を中心テーマにして、実践を
深めるなかで研究を進めていく。

　特集テーマの決定がぎりぎりとなること
もあり、執筆いただく方にはご迷惑をおか
けすることもありました。その背景には「本
当にこの特集テーマでいいのか」と自問自
答したり、確信をもつために周りと相談す
るために時間がかかることがあります。ぜ
ひ皆さんから「協同の發見」誌へのご意見
をお寄せいただければ嬉しく思います。そ
のことで確信を持って早めに特集テーマを
確定させ、より充実した紙面づくりができ
るようにしたいと考えています。

■ 協同労働・労働者協同組合の社会的意味
を発信した３か月（2020年７月～９月）

　労働者協同組合法が成立目前となるな
か、協同総研でも多くの活動が始まってい
ます。
１、 ワーカーズコープ設立や団体継続相談・

取材（北摂ワーカーズ、Unfilterd Coop、
ITのワーカーズコープ化、現代座他）

２、 若者と協同労働の接点づくり（寄附講
座開催大学、明治大学、山梨県立大学、
青山学院大学、法政大学大学院連帯社
会インスティチュート他）

３、 『協同の發見誌』や『協同で働くガイ

ドブック－入門編』への問い合わせが
増加。

４、 他研究所、他団体と「協同」のネット
ワークの広がりと協同労働・労働者協
同組合に関わる発表・報告等のアウト
プットが多くなる（協同組合/労働組合
/NPO/社会的企業研究会/川崎平右衛
門研究会他）

　この３か月で、初めて出会う方も多くい
ました。９月10日に「協同で働くガイドブッ
ク－入門編」を読んだ方が、突然来訪され
ました。その方から「（メモが多く書かれ
た本を見ながら）協同労働という働き方と
出会って多くの人に伝えたいと思いまし
た。働きたくても働けない高齢者が多くい
る。2025年に『団塊の世代』が後期高齢
者となるなかで、働きたければ働きつづけ
られる、働きがいのある仕事をつくる環境
づくりに協同労働の働き方が活かせるので
はないか。もっと学びたいので協同総研の
会員になりたい。」と興奮して話されてい
ました。これを聴きとても嬉しかったとと
もに、改めて協同労働の価値を教えていた
だきました。だからこそ誰でもが希望をす
れば「いつでも・どこでも・何度でも」協
同の実践と理論を触れる仕組みをつくりた
いと感じています。
　2021年３月13日開催予定の協同総研30周
年記念集会にむけて、新たな「協同総研の
アイデンティティ」「ロゴ作成」等を議論し
ます。労働者協同組合法ができる時代に、
協同総研が「『協同』の総合的な研究のプ
ラットフォーム」により飛躍・発展できる
ように背伸びしながらがんばっていきたい。
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研究所活動日誌・今後の予定

研究所活動日誌（2020.8.16〜9.15）

17日（月）
18日（火）
19日（水）

20日（木）
21日（金）
24日（月）
25日（火）
26日（水）

27−28日（木‐金）
27日（木）

29−30日（土‐日）
29日（土）
31日（月）

1日（火）
2日（水）

3日（木）
3−4日（木‐金）
4日（金）
5日（土）

7日（月）
9日（水）

10日（木）
11日（金）
14日（月）
15日（火）

青山学院大学香川秀太先生と学生２名、創造集団440Hzとインタビュー
本部協同労働プラットフォーム会議
たちかわーく×あたつく組合打ち合わせ、第４回法制化学習会（中野理さん）、田中
紀代子さんと懇談（９月号取材）
日本社会連帯機構事務局会議
事務局「協同の発見」誌打ち合わせ
就労体験受入打ち合わせ
川崎平右衛門研究会大石学会長と懇談
和歌山大学足立先生、岡田先生と懇談、千葉大学第３ターム打ち合わせ（伊丹先生）
センター事業団理事会
武本匡弘さんと懇談（９月号取材）、武相協同組織研究会事務局会議
日本協同組合学会第40回大会（オンライン開催）
一般社団法人フロンティアネットワーク総会
法制化委員会、新法人立ち上げ支援チーム会議、川崎平右衛門顕彰会・研究会理事会

労協連常勤５役会議、埼玉大学寄附講座打合せ
千葉大学ワーカーズコープ論インターンシップ（７日、９日、14日、16日の５日
間開催）、くらしのアンケート評価検討委員会
協同総研事務局会議
センター事業団新所長研修
協同組合関係研究所等交流会実行委員会、本部防災委員会
JYCフォーラム理事会、TPPプラスを許さない！全国共同行動「グローバリズム
は私たちを幸せにするか!?�Part�4�－�奪いあいの経済から分かち合う未来へ�－」
本部社連Nukadoko�Clubランチミーティング
統合本部広報戦略拡大会議、第２回「協同組合関係研究組織の交流会」１日目（オ
ンライン）、自由ヶ丘（株）おもちゃ箱訪問
本部社会連帯委員会、グットジェネレーション宮本康浩さんと懇談
労協連理事会
第４回川崎平右衛門研究会実行委員会
せたがやサポステ就労体験受入、本部シンポシオン（Zoom、bbbオンライン研修
学習会）、日本社会連帯機構事務局会議、日本農業新聞古口裕太郎さんと懇談

８月

９月
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今後の活動予定（2020.9.16〜10.30）

16日（水）

17日（木）

18日（金）
19日（土）
23日（水）

24日（木）
25日（金）
26日（土）
28日（月）
29日（火）
30日（水）

1日（木）
2日（金）

3日（土）
6日（火）
7日（水）

8−9日（木‐金）
11−15日（日‐木）
12日（月）
15日（木）
19日（月）

20日（火）

第２回「協同組合関係研究組織の交流会」２日目（オンライン）、集英社新書創刊
20周年記念シンポ「危機の時代を考える」（オンライン）
北摂ワーカーズ取材（10月号）、まちとしごと総合研究所代表野池雅人さんと懇談、
せたがやサポステ就労体験受け入れ（－18日）
日本社会連帯機構・東海地方委員会戦略会議
日本社会連帯機構・中四国地方委員会戦略会議
新法人立ち上げ支援チーム会議、法制化委員会、日本社会連帯機構・神奈川地方
委員会戦略会議
JA全中田村教育企画課課長と懇談
日本社会連帯機構理事会
協同総研第２回理事会、第４回「社会的連帯経済×協同労働」研究会
本部協同労働プラットフォーム会議
現代座のあり方タスクフォーム準備会
埼玉大学ワーカーズコープ寄附講座開講（全15回）

センター事業団全国事務局員候補内定式、歓迎会
本部防災委員会、センター東京中央事業本部新事務所お披露目会、くらしのアン
ケート評価検討委員会
子ども食堂／地域食堂全国交流集会
労協連５役会議、協同総研事務局会議
本部社連Nukadoko�Clubランチミーティング
センター事業団理事会
朝日地球会議2020
現代座あり方タスクフォース会議、統合本部広報戦略拡大会議、本部未来人財部部会
生協総合研究所公開研究会「労働者協同組合を学ぶ」報告（相良）
協同総研ビジョン策定委員会、協同総研設立30周年記念事業実行委員会、社会的
企業研究会100回記念本編集委員会
明治大学政治経済学部地域創造総合講座　協同総研出講

９月

10月
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2020年度協同総研理事会・総会日程案
第３回理事会　12月12日（土）10：30～
第４回理事会　３月13日（土）10：30～
第５回理事会　５月22日（土）10：30～
第９回総会　　６月26日（土）

協同総合研究所　30周年記念集会　３月13日（土）PM開催（仮）




